
 

認知症の人やその家族の視点を重視した地域づくりの推進 

 

１ 現状と課題の整理 

（１）現行計画の進捗状況 

 ①認知症の人やその家族の居場所づくり 

 認知症の人やその家族と地域のつながる場づくりとして、スターバックスコーヒー

ジャパン株式会社と「認知症の人にやさしい地域包括連携協定」を締結し、市内のス 

ターバックスコーヒー全店舗（９店舗）で、市主催の認知症カフェ（Ｄカフェ）を毎

月１回実施しています。また、市主催のもの以外にも、市内各所で様々な団体により

Ｄカフェが開催されています。 

 認知症に関連した書籍の特設コーナーを設置するＤブックスを市内の図書館や民

間書店、認知症疾患医療センター等で実施しています。２０１８年度及び２０１９年

度には、認知症の人と地域の関係者が「認知症の人にやさしいまち」のこれからのあ

り方について話し合う「まちだＤサミット」の開催など、認知症になっても住み慣れ

た地域で生活するための支援やその普及に取り組んできました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ▲ 「まちだＤサミット」の様子                                       ▲ Ｄブックス、Ｄカフェ 
                                                                           のシンボルマーク 

 

 ②認知症サポーター養成講座 

 認知症の基礎的な知識を学ぶ、認知症サポーター養成講座

を高齢者支援センター、シルバー人材センター、ＮＰＯ法人に

委託して実施しています。 

 ２０１９年度末時点の累計受講者数は３０,７０３人とな

っています。 

  ※ 第７期計画目標値２０１９年度：２８，８００人 

    

  



 

 

 

 ③認知症等による行方不明高齢者探索サービス事業 

 行方不明となるおそれのある高齢者の家族等に、位置情報端末機器（ＧＰＳ）を貸

与し、行方不明高齢者の位置情報を提供することにより、行方不明高齢者の安全を確

保するとともに、当該家族等の負担の軽減を図っています。２０１９年度末時点の利

用者数は８６人となっています。 

※ 第７期計画目標値２０１９年度：８０人 

   

 

 

 

 

▲ 位置情報端末機器（ＧＰＳ） 

 

（２）国の動向 

 全国の認知症の人の数は、２０１８年には５００万人を超え、６５歳以上の高齢者の約

７人に１人と見込まれています。国では、２０１５年１月に「認知症施策推進総合戦略」

（新オレンジプラン）を、２０１９年には、「認知症施策推進大綱」を策定し、「認知症の

発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し、認知症

の人や家族の視点を重視しながら、『共生』と『予防』を車の両輪として施策を推進してい

く」としています。 

 

 

（３）課題 

 認知症の人やその家族が暮らしやすい地域づくりが必要です。そのためには認知症の人

やその家族、市民が共に地域づくりに参加するためのネットワーク作りを進めることが重

要です。それらのネットワークづくりを進めるにあたっては、地域全体が認知症への正し

い理解を持ち、認知症とともに生きることのできる地域のイメージ（目指すべき姿）を共

有することが大切です。そのため、世代を超えた多くの市民に認知症を自分ゴトとしてと

らえるための周知、理解促進を進める必要があります。 

 

 

  

資料４ 



 

２ 今後の方向性 

（１）施策の方針 

 認知症の人やその家族が暮らしやすい地域となるよう、認知症の人の目線に立って地域

の目指すべき姿を表現した「１６のまちだアイ・ステートメント」をもとに、認知症の人

やその家族の居場所づくり及び認知症への正しい理解を目的とした普及啓発事業を実施し、

認知症になっても住み慣れた地域で安心して住み続けることができる「認知症とともに生

きるまち」づくりを進めます。 

 

（２）主な取組 

 ①認知症の人やその家族の居場所づくり 

 各種普及啓発の取組により、認知症の人やその家族の視点を重視した「認知症とと

もに生きるまち」のイメージの形成、周知、理解促進を図ります。また、認知症の人

やその家族と地域のつながりの場であるＤカフェや認知症に関連した書籍の特設コー

ナーを設置するＤブックス等の取組により、認知症とともに生きることのできるまち

づくりを進めます。 

 

 ②認知症サポーターの養成 

 認知症サポーターは、認知症の人やその家族を地域で温かく見守り、支える人のこ

とです。認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、認知症サポ

ーターの養成を通じて認知症についての正しい知識と理解を広く市民に啓発していき

ます。 

 

 指標：認知症サポーター養成講座の受講者数（累計） 

 

  

    

 ③認知症等による行方不明高齢者探索サービス事業 

 行方不明となるおそれのある高齢者の家族等に機器を貸与し、行方不明高齢者の位

置に関する情報を提供することにより、行方不明高齢者の安全を確保するとともに、

当該家族等の負担の軽減を図ります。 

 

 指標：認知症等による行方不明高齢者探索サービス利用者数 

 

  

 

  

 ④認知症等による行方不明高齢者捜索事業 

 高齢者が認知症等の症状により行方不明となった場合に、防災行政無線、メール配

信サービス及び協力事業者へのＦＡＸ送信等により、当該高齢者を早期に発見し、当

該高齢者の生命と安全を守ります。 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

３４，９００人 ３８，２００人 ４１，５００人 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

１２８人 １４９人 １７０人 


